
液状化の検証結果 

 
１．検討条件 

 
(1)考慮する地震動 

①簡易法（αmax） 
②地震応答解析→基盤への引き戻し波形 
 

(2)解析手法 

1)地震時地中せん断力 
①簡易法 
②地震応答解析（FDEL） 

 
2)液状化判定 

①建築基礎構造設計指針 
 
3)地表面沈下量 

①建築基礎構造設計指針 
②高圧ガス設備等耐震設計指針 
 

(3)検討位置及び地盤条件 

  以下の地盤物性値は、追加地質調査結果を用いた 

   ・せん断弾性波速度（→初期剛性） 

   ・湿潤密度 

   ・動的変形特性 

   ・液状化強度比 

   ・相対密度（S_SB-4 は除く） 

 

  ※次項より、検討位置及び柱状図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-7 

・再現解析は簡易法と地震応答解析（FDEL）により実施し、「建築基礎構造設計指針」、「高圧ガス設備等耐震設計

指針」により地盤沈下量 Dcy を算出した。 
・解析結果を見ると、簡易法による結果が応答解析よりも大きめの値を得る結果となった。 
・十間川沿いの S BS-1～3 では、概ね 10～30cm の測定値と同等の沈下量の計算結果が得られた。 
・S BS-4 は測定値よりも大きな計算結果となった。得られた N 値が周辺よりも小さかった可能性がある。 
・小見川地区は１箇所だけであるが、0～10cm の測定値に対して概ね合致する結果が得られた。 
・利根以北（笄島）は佐原地区と同程度（10～20cm）の沈下量となったが、府馬地区が PL、Dcy ともかなり大き

な値を得る結果となった。 

２．検討結果一覧表

地　区 調査位置 ＰＬ Ｄｃｙ（cm）
※２

Ｄｃｙ（cm）
※３ 基盤入力波 ＰＬ Ｄｃｙ（cm）

※２
Ｄｃｙ（cm）

※３

Ｓ＿ＢＳ－１ 10～20 23.38 13.7 23.4 2.36 2.0 11.8

Ｓ＿ＢＳ－２ 10～30※４ 17.80 6.8 19.9 8.09 2.7 12.4

Ｓ＿ＢＳ－３ 20～30 8.95 37.8 12.8 0.17 7.2 4.4

Ｓ＿ＢＳ－４
※５ 0～10 24.37 38.2 83.8 7.61 8.2 24.6

小見川地区 Ｏ＿ＢＳ－１ 0～10 11.08 10.6 18.0 小見川ＥＷ 2.53 3.5 7.3

利根川以北 Ｔ＿ＢＳ－１ － 30.50 12.2 23.3 佐原ＥＷ 17.56 7.0 14.1

府馬地区 Ｆ＿ＢＳ－１ － 58.14 35.9 55.4 山田ＮＳ 28.79 22.9 48.9

※１：地震後の測量結果を基に作成した沈下量コンター図からの推定値

※２：「建築基礎構造設計指針」による手法

※３：「高圧ガス設備等耐震設計指針」による手法

※４：市役所の一部では、50cm程度の段差もあった。

※５：S_BS-4では試験がされなかったので、「高圧ガス設備等耐震設計指針」によるDcy算出での相対密度はマイヤホフによる推定値を用いた。

佐原ＥＷ

地震応答解析（FDEL）による判定

佐原地区

簡易法による判定
測定沈下量

（cm）
※１
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(3)検討位置及び地盤条件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐原市街地地区 S_BS-1 佐原市街地地区 S_BS-2 
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佐原市街地地区 S_BS-3 佐原市街地地区 S_BS-4 
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小見川地区 O_BS-1 利根川以北地区 T_BS-1 
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「この図面の作成に当たっては、国土地理院長の
承認を得て、同院発行の5万分の1地形図、2万5千
分の1地形図、数値地図25000（地図画像）及び基
盤地図情報を使用した。
（承認番号　平25情使、第295号）」



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

府馬地区 F_BS-1 
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定 

■地区：佐原市街地地区、小見川地区、利根川以北地区、府馬地区 

地 点 名 ： S_BS-1 

設計加速度 ： αmax 

PL =23.38 

Dcy=13.7cm 

PL =17.80 

Dcy=6.8cm 

地 点 名 ： S_BS-2 

設計加速度 ： αmax 

地 点 名 ： S_BS-3 

設計加速度 ： αmax 

PL =8.95 

Dcy=37.8cm 

地 点 名 ： S_BS-4 

設計加速度 ： αmax 

PL =24.37 

Dcy=38.2cm 

検討結果の詳細 
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PL =11.08 

Dcy=10.6cm 

地 点 名 ： O_BS-1 

設計加速度 ： αmax 

PL =30.50 

Dcy=12.2cm 

地 点 名 ： T_BS-1 

設計加速度 ： αmax 

PL =58.14 

Dcy=35.9cm 

地 点 名 ： F_BS-1 

設計加速度 ： αmax 
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